
賃
金・工
事
単
価
の
引
き
上
げ
を
要
求
し

持
続
可
能
な
建
設
産
業
を
目
指
そ
う
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「
賃
金
・
工
事
単
価
の
引
き
上
げ
を
要
求
し
持
続
可
能
な
建
設

産
業
を
目
指
そ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
七
十
九
回
定

期
大
会
を
長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル
ア
ス
ト
ピ
ア
で
開
催
。
昨
年
と

同
様
に
時
間
短
縮
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
来
賓
を
含
め
、
執
行
部
、

組
合
代
議
員
、
男
性
書
記
局
の
計
一
八
二
名
が
参
加
。

　
組
織
強
化
・
仕
事
確
保
な
ど
の
諸
課
題
へ
の
運
動
方
針
を
確
認

し
あ
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
坂
口
副
委
員
長

に
よ
る
開
会
の
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
、
こ
の
一
年
間
に
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
組
合
員
に
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。
大
会
諸
役
員

の
選
出
の
後
、
寺
田
資
格
審
査

委
員
長
の
報
告
を
受
け
、
大
会

の
成
立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
の
議
長
に
は
、
東
長

崎
支
部
の
兼
子
代
議
員
と
島
原

支
部
の
木
之
田
代
議
員
を
選
出
。

　
本
部
執
行
部
を
代
表
し
て
、

佐
藤
執
行
委
員
長
は
、「
こ
の

一
年
間
の
仲
間
の
皆
様
の
組
合

運
動
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

へ
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
建
設
従
事
者
が
減
少
し
労
働

力
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
厳
し
い
状
況
の
中
、

全
建
総
連
を
先
頭
に
魅
力
あ
る

建
設
産
業
の
実
現
に
向
け
て
、

建
設
労
働
者
の
雇
用
・
賃
金
改

善
、
担
い
手
確
保
・
育
成
を
要

請
に
掲
げ
「
一
〇
〇
万
人
国
会

請
願
署
名
」
に
全
国
の
仲
間
と

共
に
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
請

願
が
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て

採
択
さ
れ
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て

ご
協
力
い
た
だ
い
た
仲
間
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
推
薦
議
員
の
先
生
方
へ
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
組
織
拡
大
や
内
部
強

化
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
取
り

組
み
や
、
諸
要
求
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
、
様
々
な
運

動
を
進
め
て
参
り
ま
す
が
、
要

求
実
現
や
仲
間
の
生
活
向
上
、

建
設
産
業
の
発
展
の
た
め
に
は

連
携
す
る
議
員
の
皆
様
方
の
ご

支
援
・
ご
尽
力
も
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
候
補
者
の
皆
様
の
次

期
総
選
挙
で
の
勝
利
に
向
け
て

組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
西
岡
秀

子
衆
議
院
議
員
、
山
田
勝
彦
衆

議
院
議
員
代
理
の
両
名
よ
り
連

帯
と
激
励
の
こ
と
ば
を
頂
き
、

全
建
総
連
の
勝
野
書
記
長
か
ら

は
、
第
三
次
担
い
手
三
法
の
成

立
で
、
現
場
で
働
く
仲
間
の
処

遇
改
善
、
働
き
方
改
革
の
動
き

が
加
速
し
て
い
く
こ
と
を
含
め

た
全
国
の
仲
間
の
情
勢
報
告
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
議
事
に
入
っ
て
か
ら
は
、
令

和
五
年
度
の
活
動
経
過
と
会
計

決
算
の
報
告
、
令
和
六
年
度
の

活
動
方
針
案
と
会
計
予
算
案
に

つ
い
て
執
行
部
よ
り
提
案
が
な

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
出
席
代
議
員

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
拡
大
表
彰
で
は
、
年
間
純
増

を
達
成
し
た
大
村
・
島
原
両
支

部
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
称

え
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
木
下
選
挙

管
理
員
長
よ
り
、
令
和
六
年
度

役
員
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、

中
尾
副
委
員
長
、
須
藤
副
委
員

長
が
新
任
と
な
っ
た
ほ
か
、
新

執
行
部
四
十
九
名
が
全
員
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
任
と
な
っ
た
の
は
、
寺
田

孝
弘
前
副
委
員
、
木
下
忠
明
前

副
委
員
長
を
含
め
た
計
六
名
。

佐
藤
執
行
委
員
長
か
ら
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
職
責
が
労
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
執
行
部
を
代
表
し
て
、
佐

藤
委
員
長
は
、「
本
日
決
定
さ

れ
た
運
動
方
針
に
基
づ
き
皆
さ

ん
と
一
緒
に
運
動
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
方
に

は
ご
協
力
・
ご
支
援
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
述
べ
、
新
年
度
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
議
長
か
ら
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

全
員
の
拍
手
で
採
択
。
続
い
て

方
山
青
年
部
長
が
「
本
大
会
で

決
定
し
た
運
動
方
針
に
則
っ
て

全
力
で
推
進
す
る
」
と
力
強
く

読
み
上
げ
宣
言
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
井
手
副
委
員
長
の
閉

会
挨
拶
、
佐
藤
委
員
長
が
高
ら

か
に
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
を

発
声
、
会
場
の
全
員
で
三
唱
し
、

第
七
十
九
回
定
期
大
会
は
閉
会
、

新
年
度
へ
の
新
た
な
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。

【
大
会
出
席
者
数
】

　
出
席
代
議
員�

八
十
八
名

　
委
任
状
提
出�

二
十
九
名

　
執
行
部�

五
十
二
名

　
来
賓�

三
名

　
書
記
局�

十
名

　
合
計�

一
八
二
名衆議院議員　西岡　秀子　氏

全建総連書記長　勝野　圭司　氏

７
・
12
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ

　
　
　
予
算
要
求
中
央
総
決
起
集
会

建
設
国
保
の
予
算
確
保
・
強
化
・
育
成
、

建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
に
向
け
全
国
の
仲
間
が
結
集

　
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
て
「
建
設
国
保
の

育
成
強
化
、
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
物
価
高

騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
れ
！
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
予
算
要
求
中
央
総
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
十
六
県
連
・
組
合
か
ら

二
、〇
〇
一
人
の
全
国
の
仲
間
が
集
ま
り
、
建

設
長
崎
か
ら
佐
藤
委
員
長
ほ
か
二
名
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
全
国
の
仲
間
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
一
〇
〇
万
人
国
会
請
願
署

名
が
、
第
二
一
三
回
通
常
国
会
の
参
議
院
本
会

議
に
お
い
て
「
建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善
、
担

い
手
確
保
・
育
成
に
関
す
る
請
願
」
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
旨
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
政
党
か
ら
の
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

受
け
、
中
西
全
建
総
連
委
員
長
か
ら
要
請
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
酷
暑
が
続
く
中
、
あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
関

わ
ら
ず
、
全
国
か
ら
多
く
の
仲
間
が
集
ま
り
、

建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
、
建
設
技
能
者
の
処

遇
改
善
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
集
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
集
会
に
先
立
ち
、
取
り
組
み
に
対
す
る
理
解

と
協
力
を
求
め
る
た
め
地
元
選
出
の
国
会
議
員

を
訪
問
し
、
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
先

（
衆
議
院
議
員
）

　
　
西
岡
秀
子
氏
・
加
藤
竜
祥
氏

　
　
山
田
勝
彦
氏
・
金
子
容
三
氏

（
参
議
院
議
員
）

　
　
古
賀
友
一
郎
氏
・
山
本
啓
介
氏

要望書手渡し　西岡秀子議員秘書

祝電・メッセージ（順不同・敬称略）

他全建総連加盟各県連組合より
� 40　通

全建総連�九州地方建設労働組合協議会議長
� 大園　義孝

社会民主党長崎県連合　代表
� 堤　　典子

衆議院議員
� 西岡　秀子

衆議院議員
� 山田　勝彦

長崎県議会議員
� 坂本　　浩

雨の中、多くの仲間が集まった日比谷公園大音楽堂
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～
賃
金
・
工
事
単
価
の
引
き
上
げ
を
要
求
し
持
続
可
能
な
建
設
業
へ
～

　
　

佐藤　圭介　氏

　
本
日
は
、
早
朝
よ
り
建
設
長

崎
第
七
十
九
回
定
期
大
会
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
、
代
議

員
の
皆
様
、
本
部
役
員
の
皆
様

に
は
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
初
め
に
、
今
年
一
月
一
日
の

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
ま
し

て
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
七
十
八
回
大

会
以
降
、
こ
の
一
年
間
執
行
部

は
じ
め
仲
間
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
日
常
を
取

り
戻
し
、
昨
年
来
、
各
所
で
積

極
的
に
運
動
、
活
動
を
再
開
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
間
の
取
り
組
み
に
対

し
ま
し
て
心
よ
り
敬
意
を
表
し
、

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
そ
う
い
う
中
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
の
影

響
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

や
原
材
料
価
格
の
上
昇
が
止
ま

ら
ず
、
国
民
生
活
は
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
仲
間
の
仕
事
に

も
建
設
資
材
の
価
格
の
値
上
が

り
で
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
仕
事
で
あ
る
建

設
業
は
、
住
宅
建
設
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
、
災
害
復
興
に
も

欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
社
会

生
活
の
根
幹
を
支
え
る
き
わ
め

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
し
い

労
働
環
境
の
下
、
建
設
従
事
者

が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
業
界
を
支
え
て
い
く
担

い
手
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

全
建
総
連
を
先
頭
に
、
昨
年

十
一
月
よ
り
、
魅
力
あ
る
建
設

産
業
の
実
現
を
目
指
し
て
、

「
建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善
と

賃
金
向
上
」、「
担
い
手
確
保
と

育
成
」「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
を
図

る
こ
と
」
な
ど
を
要
請
趣
旨
と

し
て
掲
げ
た
、
一
〇
〇
万
人
国

会
請
願
署
名
に
全
国
各
県
連
組

合
組
織
を
挙
げ
て
一
斉
に
取
り

組
み
、
仲
間
の
皆
さ
ん
や
共
闘

す
る
加
盟
組
織
の
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
こ

の
請
願
が
先
月
参
議
院
本
会
議

に
て
採
択
さ
れ
、
請
願
の
趣
旨

が
改
正
建
設
業
法
等
の
付
帯
決

議
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
、
適
正

な
労
務
費
確
保
と
処
遇
改
善
等

に
向
け
て
国
が
責
任
も
っ
て
適

切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
法

制
化
さ
れ
る
こ
と
を
ご
報
告
申

し
上
げ
、
一
〇
〇
万
人
国
会
請

願
署
名
・
賛
同
署
名
の
取
り
組

み
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
今
後
も
引
き
続
き
、
私

達
の
諸
要
求
実
現
に
向
け
て
、

そ
し
て
建
設
国
保
の
育
成
強

化
・
予
算
確
保
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
連
携
す
る
議
員
の
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
尽
力
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
仲
間
の

生
活
向
上
と
地
域
建
設
産
業
の

発
展
の
た
め
に
も
、
迎
え
る
次

期
総
選
挙
に
お
い
て
は
組
合
推

薦
の
皆
様
方
の
全
員
勝
利
に
向

け
て
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
仲
間
を
増
や
す

取
り
組
み
や
仲
間
同
士
の
連
帯

を
強
め
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
、

働
き
方
改
革
関
連
法
、
マ
イ
ナ

保
険
証
対
応
な
ど
、
様
々
な
課

題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
一
つ

一
つ
運
動
を
推
し
進
め
て
い
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
日
の
大
会
に
お

い
て
仲
間
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
改
め
て
結
束
が
図
ら
れ
、

本
部
・
支
部
の
運
動
の
発
展
に

つ
な
が
る
意
義
あ
る
大
会
と
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
、
執
行
部
を

代
表
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
最
後

ま
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

第79回定期大会スローガン
⑴　仲間の力を結集し組織増勢を目指そう。
⑵　青年部の育成と主婦会の輪を広げ、内部強
化を図ろう。

⑶　住宅支援事業の活用と住宅デーの推進で仕
事確保につなげよう。

⑷　働き方改革をすすめ、仲間の処遇改善を図
ろう。

⑸　技術・技能を高め技能労働者の地位向上に
活かそう。

⑹　長建国保の国庫補助金を確保し、生命と健
康を守ろう。

⑺　助け合い共済の健全運営で、福祉共済の充
実を図ろう。

⑻　労働保険適正加入を図り、安全意識の高揚
と労働災害撲滅を目指そう。

⑼　インボイス見直しを求め、大衆増税に反対
しよう。

⑽　反戦・反核、平和と民主主義を守ろう。

大会諸役員

木之田亮二（島原支部）　兼子健一郎（東長崎支部）

大
会
議
長

寺田　孝弘

選
挙
管
理
委
員
長

木下　忠明

大
会
運
営
委
員
長 

兼

資
格
審
査
委
員
長

松本　純一（平戸支部担当）　俣野　　敦（大村支部担当）

大
会
書
記

令和 6年度　建設長崎本部役員名簿 令和 6年 7月21日現在
◎新任

役
職
名

氏　

名

出
身
支
部

職　

種

執
行
委
員
長

佐　

藤　

圭　

介

浦

上

東

専

従

副
執
行
委
員
長

石　

田　

哲　

雄

浦

上

西

専

従

副
執
行
委
員
長

坂　

口　

忠　

義

中
央
大
浦

左

官

副
執
行
委
員
長

井　

手　
　
　

保

西

彼

左
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◎
副
執
行
委
員
長
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尾　

政　

男

大

村

大

工

◎
副
執
行
委
員
長

須　

藤　

輝　

久

北

松

大

工

書

記

長

西　

平　

博　

之

浦

上

西

専

従

書
記
次
長

若　

杉　

孝　

雄

中
央
大
浦

専

従

執
行
委
員

大　

賀　

修　

司

東

長

崎

専

従

執
行
委
員

池　

田　
　
　

剛

浦

上

東

専

従

執
行
委
員

城　

下　

大　

輔

中
央
大
浦

専

従

執
行
委
員

馬　

渡　

鉄　

洋

中
央
大
浦

大

工

執
行
委
員

古　

里　

一　

紀

中
央
大
浦

塗
装
工

執
行
委
員

小　

宮　

清　

治

市

南

大

工

◎
執
行
委
員

山　

下　

和　

哉

市

南

大

工

執
行
委
員

里　
　
　

澄　

宏

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

山　

村　

篤　

司

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

佐　

藤　

昭　

彦

浦

上

西

塗
装
工

執
行
委
員

村　

岡　

広　

明

浦

上

西

左

官

執
行
委
員

田　

崎　

順　

一

浦

上

東

畳

工

執
行
委
員

野　

口　

耕　

平

浦

上

東

内
装
工

執
行
委
員

岩　

崎　

喜
三
郎

西

彼

大

工

◎
執
行
委
員

脇　

川　

雅　

隆

西

彼

瓦

工

◎
執
行
委
員

山　

崎　

貞　

博

諫

早

電
気
工

執
行
委
員

後　

田　

博　

幸

諫

早

建
具
工

執
行
委
員

一　

瀬　

純　

男

大

村

畳

工

執
行
委
員

金　

子　

芳　

雄

大

村

設
計
士

執
行
委
員

城　
　
　

祐　

輔

島

原

大

工

執
行
委
員

松　

田　

年　

市

島

原

大

工

執
行
委
員

本　

田　

英　

樹

佐
世
保
中
央

型
枠
大
工

執
行
委
員

大　

島　

𠮷　

博

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員

長　

島　

則　

行

佐
世
保
東

大

工

◎
執
行
委
員

迎　
　
　
　
　

稔

佐
世
保
東

大

工

執
行
委
員

福　

田　

栄　

治

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

柚　

元　

美　

則

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

福　

田　

敏　

幸

北

松

大

工

◎
執
行
委
員

坂　

中　

善　

男

北

松

左

官

執
行
委
員

岡　

田　
　
　

真

平

戸

大

工

執
行
委
員

原　

田　

仁　

志

平

戸

土
木
工

会
計
監
査

下　

川　

孝　

貴

浦

上

西

配
管
工

◎
会
計
監
査

藤　

原　

保　

弘

諫

早

大

工

会
計
監
査

松　

本　

浩　

治

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員
待
遇

方　

山　

栄　

治

中
央
大
浦

青
年
部

◎
執
行
委
員
待
遇

大　

水　

源　

也

佐
世
保
中
央

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

山　

形　

マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

◎
執
行
委
員
待
遇

大　

水　

か
ず
さ

佐
世
保
中
央

主
婦
会

特
別
執
行
委
員

井　

関　

一　

幸

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

松　

園　

俊　

輔

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

古　

井　

宏　

樹

本

部

専

従
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組
織
年
間
純
増
支
部

こ
の
一
年
間
に
組
織
純
増
と
な
っ
た
支
部
を
表
彰

大
村
支
部

�
（
年
間
純
増
　
十
七
名
）

島
原
支
部

�

（
年
間
純
増
　
八
名
）

退 任 役 員

新 任 役 員

▲
中
尾
　
豊

�

前
執
行
委
員
（
西
彼
支
部
）

▲
山
﨑
　
昌
晴

�

前
執
行
委
員
（
市
南
支
部
）

▲
茅
原
　
喜
志
男

�

前
執
行
委
員
（
佐
世
保
東
支
部
）

▲
中
村
　
太
司

�

前
執
行
委
員
（
諫
早
支
部
）

▲
木
下
　
忠
明

�

前
副
執
行
委
員
長
（
諫
早
支
部
）

▲
寺
田
　
孝
弘

�

前
副
執
行
委
員
長
（
平
戸
支
部
）

長
年
、
皆
様
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

・（
故
）
本
多
　
常
秋

�

前
執
行
委
員

�

（（
旧
）中
央
支
部
）

・
北
村
　
五
男

�

前
執
行
委
員

�

（
中
央
大
浦
支
部
）

・
副
島
　
具
巳

�

前
執
行
委
員
待
遇

�

（
大
村
支
部
）

・
久
保
田
　
由
美
子

�

前
執
行
委
員
待
遇

�

（
島
原
支
部
）

副執行委員長
中尾　政男
（大村支部）

副執行委員長
須藤　輝久
（北松支部）

執行委員
山崎　貞博
（諫早支部）

執行委員
迎　稔

（佐世保東支部）

執行委員
坂中　善男
（北松支部）

会計監査
藤原　保弘
（諫早支部）

執行委員待遇
大水　源也
（佐世保中央支部）

執行委員待遇
大水　かずさ
（佐世保中央支部）

執行委員
山下　和哉
（市南支部）

執行委員
脇川　雅隆
（西彼支部）

◀
資
格
審
査
を
報
告
す
る

　
寺
田
副
執
行
委
員
長（
平
戸
支
部
）

◀
団
結
が
ん
ば
ろ
う

▶
表
彰
状
を
受
け
取
る

　
一
瀬
執
行
委
員
（
大
村
支
部
）

　
私
た
ち
は
建
設
長
崎
第
七
十
九
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
運

動
方
針
と
し
て
、
組
織
強
化
と
拡
大
、
仕
事
確
保
で
生
活
を
守
り
、
ま
た
、

技
能
労
働
者
の
地
位
の
向
上
を
目
指
し
、
社
会
保
障
を
拡
充
さ
せ
、
労
働

災
害
を
撲
滅
す
る
事
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
決
定
し
た
。

　
建
材
価
格
の
高
騰
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
事
前
調
査
、
住
宅
の
省
エ
ネ
化
が
、

仲
間
の
仕
事
と
く
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
国
や
建
設
業
界

は
、
若
年
入
職
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
事
を
踏
ま
え
て
、
社

会
保
険
適
用
の
強
化
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
、
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
促
進
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
長
時
間
労
働
の
是
正
な

ど
、
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
進
め
て
い
る
。

　
県
・
市
に
対
し
要
望
し
て
き
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実
現
、

拡
充
す
る
こ
と
が
市
民
の
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
を
喚
起
し
、
受
注
機
会
を
確

保
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
の
生
命
と
健
康
を
守
る
建
設
国
保
は
、
建
設
労
働
者

に
と
っ
て
最
も
適
し
た
健
康
保
険
と
し
て
、
建
設
国
保
の
育
成
強
化
を
求

め
る
運
動
を
推
進
し
て
き
た
。

　
私
た
ち
は
全
国
の
仲
間
と
共
に
建
設
国
保
の
安
定
運
営
に
向
け
た
ハ
ガ

キ
要
請
、
地
元
国
会
議
員
要
請
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

私
た
ち
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
安
全
な
就
労
環
境
を
今
後
も
確
保
し
て
い

く
と
と
も
に
、
組
織
拡
大
と
組
織
純
増
を
め
ざ
す
事
を
目
標
に
、
本
大
会

で
決
定
し
た
運
動
方
針
に
則
っ
て
全
力
で
推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
　
令
和
六
年
七
月
二
十
一
日

�

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

�

第
七
十
九
回
定
期
大
会

大
会
宣
言

青
年
部
長

方
山 

栄
治
（
中
央
大
浦
支
部
）
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第79回 定期大会に参加して （敬称略）

組合の活性化に協力を！
　定期大会には青年部として参
加させて頂いていますが、建
設業は若い同世代の職人が少
なく、今後ますます人手不足
が深刻な問題になってくると
思います。本日いろいろな取
り組みが決定されましたので、
私も青年部活動を通して組合

の活性化に向けて協力していけたらいいなと思
います。

全体を見通せる大切な機会
　昨年、本部執行委員を退任し、
今年は代議員として参加させて
いただきました。現在は支部役
員として活動をしていますが、
定期大会は組合全体を見通せる
大切な機会だと感じています。
今後も支部諸活動を含め、協力
をしていきたいと思います。

大会議長、良い経験に
　今回、大会議長を仰せつかり
大変緊張しました。普段から人
前で話す事が不得意なんです
が、木之田議長さんの助力もあ
り、二人で何とかやり遂げる事
が出来ました。
　反省点は多々ありますが良い
経験をさせていただきました。

後継者が育つ環境へ
　半日の開催ということで特に
何もなくアッと言う間に終了し
た感じでした。委員長や全建総
連の勝野書記長の挨拶を聞いて、
私たちの身の回りでは何の変化
も感じませんが、建設業界の処
遇改善に向けて官民問わず全体
的な改変が行われようとしてい

るので、後継者が育つ環境づくりのために引き
続き諸活動に取り組んでいきたいと思います。

自身の力になる大会
　今回初めての定期大会でまず
驚いたことが配られた資料の情
報の豊富さです。特に、令和６
年度運動方針の充実した内容で
大変勉強になりました。建設長
崎の取り組みが建設業の発展の
力になっていくと確信しました。
働き方改革や人手不足など課題

は山積みですが、未来ある若者たちに繋げてい
くためにも一つ一つに真剣に向き合い、自身が
知識と経験を活かせる、そう考えさせてくれる
有意義な大会でした。

中央大浦支部
梅田鉄之介

市南支部
山下　洋二

東長崎支部
兼子健一郎

浦上西支部
髙木　洋介

浦上東支部
大原　武夫

処遇改善の要請行動に感銘
　組織数が二年連続減少し
ている事が気になりまし
た。資料の脱退理由を見
ると、退職・廃業の人数
が多いことに目が行きま
した。業種は違えど、同
じ建設業の仲間が減るの

は悲しく思いました。
　労働者の処遇改善を求める要請行動に
よって賃金工事単価が結果として改善され
ているのには感銘を受けました。

貴重な時間
　今回初めて定期大会に参
加しました。半日での時間
短縮の開催でしたが、今後
の組合他、全体の活動方針
などを聞く事が出来て貴重
な時間でした。昨今物価高
騰に対応するべく賃上げ問

題等の課題を解決出来ると、一人親方や組
合員の確保などにも繋がるのかなと思いま
した。

今後は組合活動に参加
　定期大会は以前に二、三
回参加させていただいたこ
とがありますが、今回は久
しぶりに参加しました。改
めて組合の活動・予算等、
色々な内容を分かって良
かったと思います。今回は

半日で終わった事は良かったと思いますが、
以前は、一泊で開催されていた時もあった
ので、数年に一度はそれも良いのではと思
いました。予算、参加者の都合もあるとは
思いますが、今後は色々な組合活動に参加
していければと思っています。お疲れ様で
した。

多くの変化の年
　定期大会には、毎回でき
る限り参加をさせて頂いて
います。
　インボイス制度や電子帳
簿保存法、働き方改革、Ｇ
ビズを用いた各種申請の電
子化など、今年度は建設業

を取り巻く環境に多くの変化があった年で
した。
　今後も建設業許可手続きや建設業法等の
改正などがあるようですが、今回、組合で
SNS の運用を始められたとのことなので、
そういったツールでの情報発信に大いに期
待したいと思います。

西彼支部
一瀬　真彦

諫早支部
猿渡　章博

大村支部
志田　憲昭

島原支部
小嶺　栄助

相互理解の元、運動を進めていく
　今回、定期大会へ参加させて
頂き、今後の建設業において担
い手不足や近年の物価高騰に対
し賃金の確保が重要となってお
り、組合運動の充実、仲間づく
りを更に広げていく事、組合員
と書記局の皆さんが協力、理解
しあって運動を進めていく事が

何より大切だと感じました。

次世代のために、共に尽力
　久しぶりに定期大会に参加さ
せていただきました。建設業は、
高齢化が進み、若い人が中々
入ってこない現状です。若い人
に魅力を感じてもらえる組合活
動の充実と各職種の後継の人材
育成が課題であると感じていま
す。次の世代のために、共に尽

力していきたいと思います。

仲間作りと組合に協力
　大会に参加させて頂きありが
とうございました。
　役員の皆様の元気な発言と発
表に感動しました。
　今後、元気に働く仲間作りと
組合に協力したいと思います。

組合員の一人として、何かのお役に
　私は、今回初めて定期大会に
参加させて貰いました。今回が
第七十九回、来年が第八十回の
節目になるとの事。これ迄の永
年の組合員皆さんの協力、努力
に頭が下がります。
　又、今回役員を退任される
方々への感謝状贈呈等があり、

その中には長い間組合の役員として貢献して来
られた方もおられました。本当にお世話様でし
た。
　私も微力ながら組合員の一人として、何かの
お役に立てればと思いました。

自分のできる範囲で協力
　定期大会に参加して建設労働
者を取り巻く環境は厳しい状態
が続いていると実感しました。
　改めて仲間との絆を強くしな
いといけないと感じ、私も仲間
の一員として今後も自分のでき
る範囲で協力していきたいと思
います。

　第79回定期大会に参加させていただきありが
とうございました。
　今年の夏も暑そうなので皆さん熱中症に用心
して頑張りましょう。

佐世保中央支部
瀬尾　恒太

佐世保東支部
山本　　進

佐世保北支部
村瀬　廣治

北松支部
近藤　生喜

平戸支部
山口　隆良
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例
年
に
な
く
重
い
梅
雨
空
の

も
と
、
七
月
十
日
㈬
建
設
長
崎

本
部
に
於
い
て
、
主
婦
会
総
会

が
、
主
婦
会
員
・
本
部
役
員
・

書
記
局
員
含
め
総
勢
四
十
七
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
子
副
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
の
後
、
議
長
に
西
彼
支
部
相

川
理
恵
さ
ん
、
佐
世
保
中
央
支

部
金
子
由
佳
さ
ん
を
選
出
し
、

山
形
会
長
、
佐
藤
執
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
と
続
き
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
久
保
田
副
会

長
に
よ
る
令
和
五
年
度
の
活
動

経
過
報
告
の
後
、
令
和
六
年
度

の
活
動
方
針
（
案
）
を
山
形
会

長
、
役
員
選
出
（
案
）
を
井
関

事
務
局
長
よ
り
提
案
が
あ
り
、

全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
新
年
度
の
役
員
に
つ
き
ま
し

て
、
副
会
長
を
平
成
二
十
年
か

ら
務
め
て
頂
い
た
金
子
嘉
子
さ

ん
と
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
務

め
て
頂
い
た
久
保
田
由
美
子
さ

ん
、
お
二
人
に
は
、
長
き
に

亘
っ
て
大
変
ご
尽
力
頂
き
ま
し

た
が
、
今
回
勇
退
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
副
会
長
と
し
て
佐
世
保
中

央
支
部
の
大
水
か
ず
さ
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
山
形
会
長
の
力
強

い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
決
意
を

確
認
し
、
樋
口
副
会
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

本
部
主
婦
会
総
会

新
年
度
役
員
を
選
出

下
五
島
組
合
員
・
家
族
親
睦
会

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
こ
数
年

親
睦
交
流
会
を
中
止
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、

久
し
ぶ
り
に
懇
親
会
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。
と
の
意
見
が
分

会
会
議
で
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、

七
月
二
十
一
日
、
下
五
島
地
区

の
組
合
員
・
家
族
三
十
人
ほ
ど

が
参
加
し
て
岐
宿
町
「
魚
津
ヶ

﨑
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
」
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
役
員
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
食
材
や
飲
み
物
の
買
い

出
し
、
会
場
の
準
備
を
済
ま
せ
、

少
し
涼
し
く
な
っ
た
夕
方
五
時

よ
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
ス

タ
ー
ト
。
五
島
牛
や
サ
ザ
エ
な

ど
、
お
い
し
い
食
材
が
皆
さ
ん

の
お
な
か
を
満
た
し
て
い
き
ま

し
た
。
程
よ
く
お
な
か
も
膨
れ

た
こ
ろ
、
せ
っ
か
く
な
ら
参
加

し
た
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
。
と
役
員
さ
ん
が
企
画
し
た

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
景
品
は
何
か

な
ー
と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

「
ビ
ン
ゴ
！
！
」
の
声
。
次
々

に
景
品
が
参
加
者
に
い
き
わ
た

り
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
い
っ

た
こ
と
も
あ
り
子
供
た
ち
も
参

加
し
て
、
と
て
も
賑
や
か
に
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
親
睦
を
深
め
る

　
令
和
六
年
七
月
十
九
日
㈮
に

平
戸
に
あ
る
旗
松
亭
に
て
、
北

松
・
平
戸
合
同
に
よ
る
プ
ラ
チ

ナ
友
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
開
催
を
し
よ
う

と
以
前
か
ら
話
し
が
で
て
い
た

矢
先
コ
ロ
ナ
流
行
に
よ
り
延
期

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
も
第
五
類
に
下

が
っ
た
こ
と
も
あ
り
十
一
年
ぶ

り
に
開
催
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
須
藤
支
部
長
・
岡
田
支
部
長

か
ら
開
会
も
兼
ね
た
挨
拶
を
頂

き
、
寺
田
副
委
員
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
ス
タ
ー
ト
！

　

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
・
支
部

長
・
本
部
役
員
を
合
わ
せ
て

十
五
名
の
参
加
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
支
部
大
会
の
懇
親

会
で
も
使
用
し
て
い
る
大
き
な

会
場
で
、
十
五
名
の
人
数
だ
と

少
し
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
が
、

お
酒
が
入
る
と
、
皆
さ
ん
の
声

も
大
き
く
な
り
、
お
互
い
の
近

況
や
昔
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。

　
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
集
合
写
真
を
撮
り

な
が
ら
ま
た
来
年
も
や
り
ま

し
ょ
う
と
約
束
し
散
会
し
ま
し

た
。

北
松
・
平
戸
合
同
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

11
年
ぶ
り
の
開
催 

～
昔
話
に
花
が
咲
く
～

建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
が 

コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
使
え
ま
す
！

　
お
会
計
時
に
、
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
税
抜
き
合
計
金
額
か
ら
三
％
の
割
引
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
早
朝
か
ら
営
業
し
、
プ
ロ
向
け
の
住
宅
建
材
・
用
品

を
専
門
に
扱
う
同
店
は
、
全
国
に
一
二
〇
店
舗
あ
り
ま

す
が
、
建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
で
割
引
が
受
け

ら
れ
る
の
は
、
長
崎
県
の
店
舗（
大
塔
店
）の
み
と
な
り

ま
す
。「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ン
」
は
割
引
対
象
外

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●コーナン PRO大塔店
　（佐世保市大塔町 8－62）

×
建設長崎

3％割引

作業主任者講習会のご案内
①木造建築物の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　　　　程 会　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 ６年10月 ５ 日㈯～ ６日㈰
午前 ９時00分～午後 ５時00分
（受付開始：午前 ８時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17-５８）

8,000円
（組合員には二千円の

助成あり）

【受験資格】�満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組立て又はこ
れに伴う屋根もしくは外壁下地の取り付け作業に３年
以上従事した経験を有する者

②足場の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　　　　程 会　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 ６年11月 ９ 日㈯～10日㈰
午前 ９時00分～午後 ５時00分
（受付開始：午前 ８時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17-５８）

8,000円
（組合員には二千円の

助成あり）

【受験資格】満21歳以上で、足場作業に 3年以上従事した経験を有
する者

※�現在、足場作業の実務経験の要件は、『 3年以上』となっていま
すが、今後は『足場の組立等特別教育を受講後３年以上』に変
更されることが予想されます。特別教育を受講されていない方は、
早いうちに受講いただきますようお願いいたします。

【定　　員】�両講習とも20名（なお、受講者が10名未満の場合は中
止する場合があります）

【受付方法】支部にて随時受付。下記の必要書類をご提出下さい。
【必要書類】①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）

②運転免許証など本人確認ができる証明書の写し
③受講料
（学院発行の作業主任者手帳を所持している場合は、
ご提出ください）
※証明写真は講習会当日に撮影します

※注　意� 個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、
自己証明の場合、第三者の証明が 2名分必要になりま
す。

【問い合わせ先】
長崎労働局登録教習機関
長崎県建設技術専門学院本部（TEL0９５-８６1-９2６1）
登録No.02５-1（足場）No.02５-3（木建）－有効2024年12月－

建築士資格をお持ちのみなさまへ 
　既存住宅状況調査技術者講習のご案内

　新たに既存住宅状況調査技術者資格を取得される方、更新時期（有効期限が2025年 ３ 月31日）を迎
える方に向け、オンライン形式で受講できる既存住宅状況調査技術者講習を開催。

○既存住宅状況調査技術者は、
　適合証明技術者（フラット35（中古住宅）等）の登録要件となっている他、長期優良住宅化リ
フォーム推進事業におけるインスペクションの実施資格であり、また宅建業法改正にともない有
資格者へのニーズが増大しています。
　本資格をお持ちでない建築士の方、更新をご希望の方は、是非、お申込みください。

○オンラインで完結します。お申込み～受講～合格確認まで
【受講料】　新規講習：20,900円（税込）　更新講習：16,500円（税込）
【プログラム】　◇受講の留意事項（ ３分）
　　　　　　　◇コンプライアンス編（新規：約125分、更新：約50分）
　　　　　　　◇技術編（新規：約200分、更新：約70分）
　　　　　　　◇修了考査（新規：40分、更新：20分）
【受講期間／受付の締切日】
　毎月 １日～14日（ ５月と １月は ７日～20日）／前月15日までに申込み

★ウェブ講習は毎月開催中。受講期間中は24時間いつでもお好きな時間に受講可能です！
★ Zoomアプリ等は不要です。パソコンとインターネット環境があればいつでも受講できます！
★受講期間中は何度でも繰り返して受講可能！途中で中断した箇所から受講を再開できます！

○受講お申込みや詳細確認は右の２次元コードから！
　（または「保険協会　状況調査技術者」で検索）
URL：https://www.kashihoken.or.jp/inspection/

（一社）住宅瑕疵担保責任保険協会　講習センター　
℡　03-3580-0236（平日 9：00～17：30　土日・祝休）

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２4年（令和６年）８月１５日発行第 ７１０ 号　（１9７4年５月３０日　第３種郵便物認可）�5



長 建 国 保 か ら の お 知 ら せ

●対象者
　令和 ５年12月31日現在加入の長建国保組合員

●提出していただくもの
　・調査票（オレンジ色）
　・「建設業に従事していることを証明する書類（証明書類）」
　→（例）登記簿謄本、確定申告書の写し、就労証明書等

調査票（オレンジ色）に記入いただき、証明書類と合わせて所属支部へ提出をお願い
いたします。
調査にご協力いただいた方には、「常備薬セット」をお渡しいたします。

●提出期限
　令和 ６ 年11月末日

●未提出の方は資格喪失
　所属支部の要請に応じない場合や提出期限までに調査票、証明書類を提出しない場合
は、厚生労働省の指導により無資格者とみなして、組合規約に基づき保険証を返還の上、
資格喪失となります。
　また、建設労働者として加入した後に廃業または転職された方は、速やかに所属支部
へ届を出して下さい。

　詳細につきましては、届きました案内をご確認下さい。
　その他、お問い合わせは所属支部までご連絡下さい。

就労調査に関するご協力のお願い
（組合員資格（職種）の再確認）

調査にご協力いただいた方に常備薬セットを
お渡ししております。所属支部にてお受け取り下さい！！

【お申込みに関するお願い】

※�巡回健診のお申込みは準備の都合上、実施日の ２ 週間前必着で組合へ
お申込みください。

※�お申し込みの重複が発生しております。お申し込みは １回のみ行って
いただければと思います。お申し込みをしたか不安な方は、長建国保
まで、お問い合わせください。

令和 ６ 年度巡回健診実施日程（予定）
実施日 健診時間帯 地　区 健診会場（予定）

9 / 8 ㈰ 9 時～12時 佐世保 広田地区コミュニティセンター

9 /29㈰ 9 時～12時 諫　早 高城会館（諫早）

残りわずか 令和 ６ 年度 巡回健診

　
就
職
等
の
理
由
に
よ
り
被
保

険
者
の
ご
家
族
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

そ
の
都
度
異
動
の
手
続
き
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
異
動

後
、
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
結
婚
や
出
産
、
退
職
な
ど
で

扶
養
家
族
が
増
え
た
、
あ
る
い

は
就
職
や
結
婚
、
死
亡
や
世
帯

分
離
等
で
扶
養
家
族
が
減
っ
た
、

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
な
ど
、

組
合
員
の
世
帯
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。
資
格
の
取

得
、
喪
失
の
届
け
出
が
遅
れ
て

し
ま
い
ま
す
と
、
扶
養
家
族
の

保
険
料
を
遡
っ
て
支
払
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
保
険
料
の
返
還

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
各
手
続
を
し

な
い
ま
ま
長
期
間
放
置
し
ま
す

と
、
療
養
費
申
請
（
医
療
費
の

払
い
戻
し
）
が
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
届
け

忘
れ
が
無
い
よ
う
ご
家
族
様
に

お
か
れ
て
は
ご
確
認
い
た
だ
き
、

該
当
さ
れ
る
場
合
は
速
や
か
に

所
属
支
部
へ
お
届
け
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
届
出
は
必
ず
お
手
続
き
下
さ
い
‼

就
職
、
転
居
を
さ
れ
た
ご
家
族
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

全身の健康は歯の健康から

歯科健診を受けましょう！!無料

長崎県の歯科医療機関で、口腔内検査・口腔衛生指導を基本とした口腔内に関わる健診を無料で受診できます
　歯は食べ物を身体に取り入れ、栄養とする為に大切な役割を担っています。口腔内環境の悪化によって大切な歯を失ってしまうと、毎日の食事が美味しくなく
なってしまうほか、最近の研究では歯周病が重篤な全身疾患を引き起こす原因となることも明らかになっています。この機会にぜひ受診しましょう。

対 象 者 40歳以上（特定健診対象者） 受診期間 【令和 6年 6月～令和 7年 3月】

建設国保歯科健診受診券（記入例）

建設国保　歯科健診受診券

受 診 年 月 日

医 療 機 関 名

被 保 険 者 証
記 号 番 号

組 合 員 氏 名 長建　太郎

〇〇歯科医院

長建　花子

○○○－○○○○－○○○○

受 診 者 氏 名

受診者連絡先

医 療 機 関
自 己 負 担 額

保 険 者 名
（ 発行機関 ）

有 効 期 間

令和　〇年　〇月　〇日

長けん 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

全　額　無　料

令和6年6月1日～令和7年3月31日

〒852-8021

長崎市城山町 29 番 26 号

長崎県建設事業国民健康保険組合

電話　095-862-8463

受診（手続き方法）の流れ

ご希望の歯科医院を選び、健診の電話予約をしてください。
・令和 7年 3月31日迄の期間で予約してください。
・予約なしでは受診できませんのでご注意ください。

予約を入れた歯科医療機関に下記 2点を持参し、受診してく
ださい。
◎令和 6年度歯科健診受診券
◎保険証

STEP
1

STEP
1

STEP
2

STEP
2

歯科健診受診券は今年 5月に
お送りした『特定健診のご案
内』(A4サイズの青の封筒）
に同封しております。

※サーモン色の小さい用紙を
ご確認ください！

　今回も、感染予防対策
としてのマスクから、絆
創膏、湿布などの外傷対
策薬品まで幅広くご活用
いただける内容でお配り
しております。
　調査票の提出で各支部
へお立ち寄りの際にお受
け取り下さい。

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２4年（令和６年）８月１５日発行 （１9７4年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 ７１０ 号 �6
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